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   Rowatinex were used in the twenty-four cases of urolithiasis and obtained results as 

 follows: 

   1. In eighteen cases (75%), Rowatinex showed effective for urolithiasis. Spontaneous 

excretion of calculi were seen in fourteen cases (58.3) of them and descending of calculi 

were observed by plain film in four cases (16.9%) of them. Six cases (25%) did not 

respond to Rowatinex therapy. 

   2. Improvement of the subjective symptoms following Rowatinex therapy were seen 

in twenty-one cases (87.5%). 
   3. Expelled calculi were all smaller than 0.8 cm in their diameter. 

   4. Rowatinex is recommended not only for the dissolution and acceleration of dis-

chargruy calculi but for prevention of their recurrence.

緒 言

.尿路結石症の治療は,先 づ保存的療法により

結石の溶解,自 然排出を促進すべきであり,保

存的療法にて自然排出の可能性がな く.結 石に

より腎機能が障碍 され,又 は将来腎機能障碍が

起 り得ると考えられる場合には,外 科的に結石

を摘出し腎機能の回復を計る事は周知の如 くで

ある.尿 路結石の溶解,自 然排出,再 発予防に

関する研究は内外共に色々研究されているが,

未だに確定的な薬剤は見当らない.我 々は扶桑

薬品の好意によりテルペン製剤であるROwat-

inexの 捉供を受けたので,名 大泌尿器科外来

を訪れた24例 の尿路結石症に使用 し満足すべき

成績を得たので報告する.

Rowatinexの 組 成 及 び 薬 理 作 用

RQwatinexの 含有 成 分は 第1表 に 示 す 如 く数 種 の

揮 発 油 か らな り溶 剤 とし て は オ リー ブ油 を 使 用 し てい

る.

第1表ROwatinexの 含有 成 分

Reinterpenl5%

Borneol8%

Cineol3%

Pinenl8%

Camphen工5%

Anetho14%

Fenchon4%

RubiaglykosideO .1%



浅井 ・他一テルペソ製剤Rowatinexに よる尿路結石症の治療

テルペン類は各種植物の種子,葉,根 等に含まれる

揮発油の総称でiそ の薬理作用はBorneo1,Cineo1

の殺菌作用,Fenchon,Pinenの 消炎作用,Anetho1,

Camphonの 平滑筋鎭痙作用,毛 細血管拡張作用,利

尿作用,Reinterpenの リポイ ド溶解グルクロン酸量

増加による結石溶解乃至予防作用等でこれらの個々の

作用が綜合されて,尿 路結石の溶解,予 防,自 然排出

促進,鎭 痙,殺 菌に適するものと思われる.

治 療 成 績

我々は第2表 に示す如く24例 の尿路結石症に1日12

～16滴 のRowatinexを4回 に分服させ14例(58.3

%)に 結石の自然排出を見,4例(16。7%)に 結石の

下降を認めた.Rowatinexの 内服により症状が消失

したものは21例(87.5%)で あつた.無 効例は3例 で

結石の下降が見られず症状も消失しなかつた.

症例1近 ○昌○ 女19才 初診昭和35年10月25

日

主訴=右 下腹痛及び右側腹痛

現病歴=約10目 前 より右側腹痛及び右下腹痛を訴え

た.肉 眼的血尿は今迄に一度もなく某医にて腎炎と診

断された。

現症:尿 は少しく潤濁し蛋白陽性で沈渣には少数の

赤血球及び上皮細胞を認める外特に異常を認めない.

左腎は触れず右腎は下極を触れ少しく圧痛がある.膀

胱部には特に異常を認めない 排泄性腎孟撮影にて右

腎孟像は少しく腫大し第4腰 椎上縁に相当す る尿管部

に大豆大の結石陰影が認められた(第1図)

治療及び経過:右 尿管結石の診断の下にヘサチラミ

ン10cc静 注及びRowatinex16滴 を1日4回 に分

かち内服せしめ経過を視察した.11月11日(Rowati

nex投 与後14日 目)に 腎膀胱部単純撮影を 施行する

に結石陰影は仙骨部に下降レていた(第2図)そ の

後本症例にはRowatinexが 有 効であると認め継続

投与した.12月4日(Rowatinex投 与 後37日 目)膀

胱部単純撮影にて結石の骨盤腔部に再下降せるのを確

認した(第3図)12月9日(Rowatinex投 与後42

日目)排 尿時に疹痛を覚え赤豆大の結石を排出し(第

4図),膀 胱部単純撮影にて結石の完全排出を確認し

た(第5図)

症例2加 ○英○ 男42才 初診昭和35年6月13

日

主訴:腰 痛

現病歴:2週 間前より腰痛を訴え時に癌痛様の激痛

を伴つた.血 尿排尿痛はない.

現症:尿 は清澄で蛋白陰性両腎は解れず,膀 胱部に
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も異常は認められない.排 泄性腎孟撮影にて左側第五

腰椎上縁の尿管に相当する部に結石陰影を認めた(第

6図)腎 孟像には特に異常を認めない.

治療及び経過:左 尿管結石の診断の下にRowatin

ex16滴 を1目4回 に分ち内服せ しめ経過を視察,7

月25日(Rowatinex投 与後40日 目)に 膀胱部単純撮

影にて結石が仙骨下縁迄下降せるのを認 め た(第7

図)7月28日(Rowatinex投 与後43日 目)排 泄性

腎孟撮影にて結石が膀胱の近く迄下降せるのを確認

(第8図)8月3日(Rowatinex投 与 後48日 目)

排尿痛と共に小指頭大の結石を排出した(第9図)

この結石はレ線上の結石陰影 と略一致した.念 の為単

純撮影にて結石の完全排出を確認した(第10図)

症例3遠 ○ 亘 男23才 初診 昭和35年7月

14艮

主 訴=左 下腹部癌痛

現病歴:1箇 月前より左下腹部癌痛あ りて瘍痛後肉

眼的血尿を認めた.一 時軽快 したが時々癌痛発作あ り

血尿を伴つた。

現症:尿 は血性個濁 し蛋白陽性,右 腎は解れず左腎

部は筋性防禦圧痛がある.腎 膀胱部単純撮影にて左仙

骨部に大豆大の結石陰影を認めた(第11図)

治療及び経過:左 尿管結石の診断の下にブスコパソ

6錠 及びRowatinex16滴 を1目4回 に分ち投与

するに5日 目に結石は仙骨下縁に下降し9日 目に結石

の自然排出を認めた(第12図)単 純撮影(第13図)

及び膀胱鏡によるインヂゴカル ミン排泄試験にて結石

の完全排出を確認した。

症例430才 の男子で初診時右側第3腰 椎下縁に米

粒大の結石陰影を認め,ヘ サチラミソ注,ブ スコパン

6錠 及びRowatinex16錠 投与により7日 目に 結石

下降を認め14日 目に結石の自然排出を見た.

症例527? .の女子で初診時右側第5腰 椎上縁に米

粒大の結石陰影を認めヘサチラミソ注,ブ スコパン6

錠及びRowatinex16滴 投与により2日 目に 結石の

仙骨部下降を認め10目 目に自然排出を見た.

症例629才 の男子で初診時左側仙骨部下縁に米粒

大の結石陰影を認めヘサチラミン注 及びRowatinex

16滴投与により7日 目に結石の自然排出を見た.

症例725才 の男子で右腰痛及び血尿を主訴として

来院,腎 膀胱部単純撮影にて右側第3腰 椎上縁に赤豆

大の結石陰影を認めヘサチラミン注 及びROwatinex

16滴 の投与により7日 目に結石は仙骨部に下降し13日

目に結石の自然排出を見た.

症例827才 の女子で初診時左側仙骨下縁に米粒大の

結石陰影を認めヘサチラミン注及びブスコパン6錠 投
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与にて自然排出を見なかつた.よ つてデプロパネツク

ス注を試み併せてLoopCatheterに よ り結石 牽出

を試みるも不成功に終つた.そ の後Rowatinex16滴

の投与により症状軽快し51日 目に結石の自然排出を見

た.

症例935才 の男子で初診時右側第3腰 椎下縁に結

石陰影を 認めヘサチラミン注 及びRowatinex16滴

投与により12日 目に結石の排出を見た.

症例1022才 の男子で初診時右側仙骨部上縁に大豆

大の結石陰影を認め,ヘ サチラミン注及びROwatin

ex16滴 投与後,そ の翌 日に米粒大の凹凸不平の結石

一個を排出しその後悪寒戦標あ りて体温39℃ あり尿

潤濁し大腸菌及白血球多数を認め腎孟炎を思わせたの

でマイシ リソを使用し併せてサルフア剤を内服せしめ

症状は消失した.そ の後Rowatinex内 服 を継続せ

るに12日 目に大豆大の結石を再び排出した.

症例1124才 の男子で初診時左側第2腰 椎下縁に赤

豆大の結石陰影を認めROwatinex12滴 のみ 投与し

た所5日 目に結石の排出を見た.

症例1235才 の男子で初診時左側仙骨下縁に米粒大

の結石陰影を認めヘサチラミン注,ブ スコパン6錠 及

びRowtinex16滴 投与により14日 目に結石の排出を

見た.

症例1339才 の男子で初診時右側仙骨部に大豆大の

結石陰影を認めヘサチラミン注,ブ スコパン6錠 及び

Rowatinex16滴 投与により15日 目に結石の排出を見

た.

症例1448才 の男子で初診時左腎の中腎杯に米粒大

の結石を認め ヘサチラミソ,ペ レス トンN注 及び

Rowatinex16滴 投与により16目 目に結石の自然排出

を見た.

症例15,16,17,18の4例 はRowatinex16滴 の

外にヘサチラミン注を行い,自 覚症状は消失し,結 石

の下降を認めたが結石の自然排出は確認出来 な か つ

た.

症例19,20,21の3例 はRowatinexの 投与にょ

り自覚症状のみ消失し結石の下降乃至排出は認められ

なかつた.

症例22,23の2例 は結石が中腎杯に嵌頓し症例24は

嚢胞腎に合併しROwatinex投 与により症状の好転

を見ず又結石の下降乃至排出を見なかつた無効例であ

る.

総 括

我々は名古屋大学医学部附属病院泌尿器科外

来を訪れた尿路結石症24例 に対しRowatinex

を使用 し結石 の完全排 出を見 た もの14例(58.3

%)結 石 の下降 を見,将 来 完全排 出の可能性 の

あ るもの4例(16.7%)計18例(75.0%)の 有

効成 績を得た.結 石が原位置 の まま動 か ない無

効例 は6例(250/o)で こ の中3例 は腎結石,残

りの3例 は尿管結石で何れ も腎杯 或は尿管に嵌

頓 していた症例 で ある.Rowatinex投 与 に よ

り自覚症状 の 消失せ る ものは24例 中21例 で,

87.5%で あ る.結 石排 出例14例 中2例 はRow

atillexの み を使 用 した もので残 りの12例 はヘ

サ チ ラ ミン注 或は ブス コパン を 併用 した.

Rowatinex投 与 か ら結石 の 下降 を認 める迄 の

期 間は1週 間以内が7例,2週 間 以内が5例,

3週 間 以上が2例 で2週 間 以内に結石が下降 し

てい るのが14例 中12例(85.7%)で あ る.又

Rowatinex投 与 か ら結石排 出迄 の期 間は1週

間以内2例,2週 間 以内7例,3週 間 以内2

例,3週 間 以上が3例 である.Rowatinex投

与 後2週 間以内に結石 の排 出を見てい るのは14

例 中9例(64.3%)で,3週 間 以内に排出 して

いるのは11例(78.6%)で あ る.

Rowatillexの 尿 路結石症 に対す る治療成績

は散 見 され るが本 邦 では古野等 は11例 中9例,

長 谷 川は12例 中8例,二 本 杉は2例 中1例 に結

石 の排出を認 めて いる.荻 野は11例 中7例 著

効,森 は3例 中1例 有効 とい う成 績を報告 して

いる.又Urbainskiは22例 に,Przemeごkは

3例 の 腎結 石に,Izarは 腎 結石 の3例 に

Rowatinexを 投 与 し結石 の排 出或 は レ線検査

に よる結石陰影消 失を報告 して いる.我 々の24

例 の 使用成績 では18例(75%)に 結 石 の下降乃

至は排出 を認 めている 以上 の如 くRowatinex

内服 は結石の排 出を促進す るのに有効 な薬剤 で

あると思考 され る。 又Rowatinexの 結 石溶

解に関 しては二本杉 は2例 中1例 に結石像 の縮

小を認 め,古 野は動物実験 にてRowatinex投

与 動物に おいては非投 与動 物に比べ て尿 中グル

ク ロン酸 の増加傾 向を認め,結 石形成 を抑制 す

る事を報告 し臨床的 には 自然排 出 した3例 の結

石は縮小 しもろ くなつ てい る所か らRowatin

exに は 結石を溶解縮小 させ 排出を促進 する作

用が あると推定 してい る.こ れ らの成 績 よ り
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Rowatinexに は 結石 を溶 解す る作 用が あるも

の と思考 され る。Rowatinexの 内 服 に よる結

石の排出は極 めて良好 な成 績が報 告 され てい る

が,す べ ての結石 に適 用す るか否か は 疑 は し

く,結 石 の大小,性 状,外 見,位 置,尿 管腔特

に生理的狭窄部 の管腔 の大 さ尿 管筋 の収 縮力 の

強弱等に よつて左右 され る ことは言 を 侯 た な

い.我 々の自然排 出を見た14例 の結 石の大 さは

何れ も長 さ0.9cm以 下 である.0.8～1.Ocm

迄 の結石 は比較的,自 然排 出 し易い ことは諸家

の意見 の一致す る所で,そ れ 以上大 きい結石 は

尿管 の生理的狭窄部に嵌頓 し易 く自然排 出が比

較的難 しい.

Rowatinex内 服 に よる 自覚症状 の改 善は24

例 中21例(87.5%)に 見 られ た.こ れは テル ペ

ン製剤の局所充血,殺 菌消 炎,鎮 痙,利 尿,リ

ポイ ド溶解等の作用が綜 合的 に作 用 し,短 時 日

内に於 ける症状 の改 善を見た もの と思われ る.

しか しRowatinex治 療 に際 し結石 が 下降す

る際に疵痛 を訴 えた症例 も2,3例 見 られたが

これ らの痺痛度は何れ もRowatinex使 用 前 よ

りも軽度 であつた.Rowatinexの 投 与方法 は

通常1回2～3滴 を1日4～5回 継続 させ る

が,疹 痛 の程度 に よ り適宜増減 す る.我 々は1

日16滴 を4回 に分服(1例 は12滴 を4回 分服)

結 石排出迄継続 させた.副 作用 としては本剤に

は特有 の臭気 があ るが砂糖,パ ン・ 或 はジ ユ

ース等 と一 しよに内服すれば さほ ど苦に ならな

い.我 々は24例 中1例 に 胃腸障碍 を認 めたのみ

で,そ の他特に副作 用 として取 り上 げる ものは

見 当らず 又長期連 用に対 して も特 に障碍 は認

め られ なかつ た,

Rowatinexの 結 石予防 に対 してはGeinitz

が50匹 の ラツテを使 用 し結石を形成 し易 い食餌

にて 飼育 しRowatinexの 効 果 を 実験 し,

Rowatinex投 与 群 では36%に 全 く結石 を生 じ

なかつたが非投与群 では72%に 著 明 な結石形 成

が見 られ た と報告 している.我 々はRowatinex

に よ り自然 排出 を来 した患者に対 し結石 排出後

もRowatinexを 継 続内服 させRowatinex

の 結石 予防効果 につ いて研討中で ある.

結 語
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1.我 々 は24例 の尿 路結石症にRowatinex

を使 用 し結石 の完全 排出14例(58.3%),結 石

の下 降4例(16.9%)計18例(75%)の 有 効 成

績 を得 た.結 石が原位置 の まま動か ない無効例

は6例(250/o)で あつ た.

2.Rowatillex投 与 によ り自覚症 状の消失

せ るものは24例 中21例(87.50/。)で あつた.

3.Rowatinex投 与 か ら結石下 降を認め る

迄の期間 は1週 以内7例,2週 以 内5例,3週

以 上が2例 で2週 以内 に結石が下降 してい るの

が14例 中12例(85.7%)で あつた.

4.Rowatillex投 与 か ら結石排 出迄 の期 間

は1週 以内2例,2週 以 内7例,3週 以内2

例,3週 以 上3例 で2週 以内 に結石 の排出を見

てい るのは9例(64.3%)で3週 以内 に排出

しているのは11例(78.6%)で あつ た.

5.自 然 排出せ る結石の大 さは何 れ も 長 さ

0.9cm以 下 であつた.

6.Rowatinexは 結 石の溶 解排出のみ なら

ず再発予防 に も有効 な新 しい治療 剤で ある.
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第4図 症例1Rowati且ex投 与後42日 目

に自然排出せる結石

第3図 症例1Rowatinex投 与後37日 目

の単純撮影,結 石像は骨盤腔部に下降
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第5図 症例1結 石排出後の単純撮影
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第6図 症例2初 診時排泄性腎孟撮影左側

第5腰 椎上縁に結石像を認める
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第7図 症例2ROwatinex投 与後40日 目

の単純撮影,結 石像は仙骨下縁に下降
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第9図 症例2Rowatinex投 与後48日 目

に自然排出せる結石
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第11図 症例3初 診時単純撮影にて左側仙

骨部に結石像を認める

第8図 症例2投 与後43日 目の排泄性腎孟

撮影,結 石像は骨盤腔部に下降

第10図 症例2結 石排出後の単純撮影
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第12図 症 例3Rowatinex投 与後9日 目

に 自然排 出 せ る結石
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第13図 症例結石排出後の単純撮影

内 服 に よ る 結 石 症 の 根 本 療 法
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ロ ワ ・ワ グ ナ ー 社
西 ドイ ツ ・ペ ンスベ ル グ

聯
● ●●'●●

●

健 保適用
10CC

5CC

カプ セル30球

i文献進呈1

発売元 扶桑薬品工業株式会社
大阪市東区道修町2丁 目50




